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「ＬＰガス質量販売解釈マニュアルおよびＱ＆Ａ改訂版」 

正誤表 
 
下記のとおりとなりますのでよろしくお願いいたします。 

記 

Ｐ１２  

【正】 ♦調整器より先の接続：お客様ができます 

【誤】 ♦調整器以降の接続：お客様ができます 

 

Ｐ２０ 

 
【正】 屋外式及び立ち消え安全装置かつ不完全燃焼防止装置を有するものは 

【誤】 屋外式及び立ち消え安全装置かつ不完全燃焼装置を有するものは 

不完全燃焼防止装置 
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Ｐ３９ ４．販売業者等に係る技術上の基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正】 容器再検査期間を６ヶ月以上経過していないものであり、 

【誤】 容器再検査期間を６ヶ月以上経過したものであり、 

  

していない 
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高圧ガス保安法液化石油ガス容器保安規則第４９条（移動の基準）改正による変更 

平成２８年１１月１日に上記基準が改正されたため以下のページが変更となります。 
 

Ｐ２７ 容器の運搬（移動）についてのイラストの下※青字３行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※容器の内容積が２５リットル（１０㎏）以下で、合計が５０リットルを超えて（例えば１０ 

㎏容器 ３本）ＬＰガスを車両に積載して移動する場合は警戒標の掲示や消火設備や応急措置 

に必要な工具、移動中の災害防止のために必要な注意事項を記載した書面（イエローカード） 

等の携行が必要です。 

 

Ｐ４８ １０ 移動の基準 下から３行 

 
なお、内容積が２５㍑以下の容器のみを移動する場合で、その内容積の合計が５０㍑以下の場合、 

上記「1.」、「8.」、「9.」については法令の適用はありません。また、「11.」についても、容器に 

移動時の注意時の注意事項を記載したラベルが貼付されている場合は、法令の適用はありません。 

 

Ｐ５５ 液化石油ガス保安規則第４９条（その他の場合における移動に係る技術上の基準等） 

 

上から ９行目 変更前→ 内容積が２０㍑以下     変更後→ 内容積が２５㍑以下 

上から１０行目 変更前→ 内容積の合計が４０㍑以下  変更後→ 内容積の合計が５０㍑以下 

上から１３行目 変更前→ 内容積が２０㍑以下     変更後→ 内容積が２５㍑以下 

上から１４行目 変更前→ 内容積の合計が４０㍑以下  変更後→ 内容積の合計が５０㍑以下 

上から２０行目 変更前→ 内容積が２０㍑以下     変更後→ 内容積が２５㍑以下 

上から２１行目 変更前→ 内容積の合計が４０㍑以下  変更後→ 内容積の合計が５０㍑以下 

上から２５行目 変更前→ 内容積が２０㍑以下     変更後→ 内容積が２５㍑以下 

上から２７行目 変更前→ 内容積の合計が４０㍑以下  変更後→ 内容積の合計が５０㍑以下 
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質量販売に関するＱ＆Ａ 
Ｐ７７ Ｑ－１５  

 

お客様が所有しているカップリング付きでない１０㎏容器を調整器が接続されている 
状態で、持参され、充てんを依頼されましたが、燃焼器は持参されませんでした。 
このように燃焼器具が自宅にある場合、保安業務（供給開始時調査）はどのように実 
施したらよいでしょうか？ 
なお、使用方法は屋外での調理（移動しての使用）とのことです。 

 
液化石油ガス施行規則第１６条第３号の「屋外にて移動消費」に該当するため、販売 
事業者の接続義務を伴わない質量販売となりますが、質量販売として新たな取引を行 
うことから、１４条書面の交付、供給開始時等調査及び周知を実施しなければ違反と 
なりますので、燃焼器を持参いただくか、お客様宅に出向いて供給開始時調査を実施 
する必要があります。 

なお、高圧ガス保安法の省令である液化石油ガス保安規則第４９条の規定に基づき、 
通常、車両で移動する場合に使用（積載）できる容器は内容積２５㍑以下の容器（ 
１０㎏容器まで）で積載総和は５０㍑以下に制限されています。本件のように１０ 
kg容器の場合は、移動の基準を満たした車輌にて容器を運搬する必要があります。 
（４７ページ参照） 

 

Ｐ７７ Ｑ－１６  

 

ラーメン屋台（屋外に使用される消費設備）用に予備容器として販売することはでき 
ますか？ 

 
液化石油ガス施行規則第１６条第３号イに該当するため、配管への接続義務はなく、 
質量販売をする場合には予備容器を販売することは可能です。 
保管に関しては、５３ページ「１２ 高圧ガス保安法（すべて質量販売）に関する関 
係条文」の液化石油ガス保安規則第６条第２項第７号及び液化石油ガス保安規則第 
１９条（貯蔵の方法に係る技術上の基準）により適正に保管してください。 
 
なお、液化石油ガス保安規則第４９条の規定に基づき、通常、車両で移動する場合に 
使用（積載）できる容器は内容積２５㍑以下の容器（１０㎏容器まで）で積載総和は 
５０㍑以下に制限されています。（４７ページ参照） 

 
 

Ｐ８２ Ｑ－３３ 

 

キャンピングカーの中は屋内又は屋外のいずれに該当するのですか？ 
 

キャンピングカーにおけるＬＰガスの使用は、液化石油ガス保安規則第１６条第３号 
の「屋外において移動して使用される消費設備により液化石油ガスを消費する一般消 
費者等に販売する場合」に該当するため、販売事業者の接続義務を伴わない質量販売 
となりますが、実際のＬＰガスの使用にあたり密閉された車内で燃焼器を使用する場 
合は、「屋内」と同様の使用環境であるため、十分な換気を行う等ＬＰガスの使用時 
の注意事項をお客様に周知することが必要です。 
 
なお、高圧ガス保安法の移動の基準により２５㍑を超える（１０㎏を超える容器）の 
場合又は積載総和が５０㍑を超える場合は警戒標の掲示等の規制がかかります。 
（４７ページ参照） 


